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女
子
競
走
部
が
２
年
連
続

４
回
目
と
な
る
第
37
回
全
日

本
大
学
女
子
駅
伝
対
校
選
手

権
大
会
（
杜
の
都
駅
伝

10

月
27
日
、
宮
城
県
仙
台
市
）

に
出
場
し
た
。
６
区
間
中
４

区
間
に
１
年
次
生
を
起
用
す

る
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
布
陣
で
挑

み
、
１
区
の
齋
藤
凜
さ
ん

（
経
営
１
・
宮
城
県
聖
和
学

園
高
）
が
区
間
12
位
、
３
区

の
戸
澤
愛い

織お
り

さ
ん
（
人
間
１

・
青
森
県
八
戸
学
院
光
星

高
）
が
同
10
位
と
力
走
。
総

合
24
位
（
２
時
間
21
分
38

秒
）
で
ゴ
ー
ル
し
た
。

　
戸
澤
さ
ん
は
「
納
得
い
く

走
り
が
で
き
た
。
こ
の
経
験

を
来
年
に
生
か
し
た
い
。
皆

さ
ん
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
に
今
後
も
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
に
励
む
」
と
語
っ
た
。

　
＊
出
場
メ
ン
バ
ー
（
敬
称

略
）

▽
１
区
・
齋
藤
凜
▽

２
区
・
佐
藤
亜
海

（
経
営
１
・
宮
城
県

聖
和
学
園
高
）
▽
３

区
・
戸
澤
愛
織
▽
４

区
・
佐
藤
佳
乃
（
人

間
１
・
山
形
県
酒
田

南
高
）
▽
５
区
・
千

葉
彩
有
花
（
人
間
２

・
宮
城
県
常
盤
木
学

園
高
）
▽
６
区
・
庄

司
琴
美（
経
営
４
・
宮

城
県
聖
和
学
園
高
）

総
合
24
位

杜
の
都
駅
伝

快
走
し
た
３
区
の
戸
澤
さ
ん
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合
格
を
喜
ぶ
佐
々
木
さ
ん
、
佐
藤
さ
ん
、
菅
原
さ
ん
と
指
導

の
有
見
特
任
教
授
（
右
か
ら
）

　
２
０
１
９
年
度
宮
城
県
公

立
学
校
教
員
採
用
試
験
（
小

学
校
教
諭
）
に
、
人
間
学
部

人
間
教
育
学
科
４
年
次
の

佐
々
木
巧
さ
ん
（
宮
城
県

佐
沼
高
）、
佐
藤
あ
り
さ
さ

ん
（
宮
城
県
小
牛
田
農
林

高
）、
菅
原
楓
さ
ん
（
宮
城

県
多
賀
城
高
）
が
現
役
合
格

を
果
た
し
た
。

　
３
人
は
学
科
主
催
の
宿
泊

研
修
、
保
育
士
・
教
員
養
成

セ
ン
タ
ー
主
催
の
教
員
採
用

試
験
対
策
講
座
を
受
講
す
る

な
ど
努
力
を
重
ね
、
２
・
７

倍
の
競
争
倍
率
を
突
破
。
来

年
４
月
か
ら
憧
れ
の
教
壇
に

立
つ
。

　
佐
々
木
さ
ん
は
「
分
か
ら

な
い
こ
と
は
す
ぐ
に
質
問

し
、
疑
問
を
残
さ
な
い
よ
う

に
心
が
け
た
」
と
試
験
勉
強

の
コ
ツ
を
話
す
。
教
員
を
目

指
し
た
き
っ
か
け
は
小
学
校

の
恩
師
。「
少
し
で
も
近
づ

け
る
よ
う
に
、
生
徒
に
寄
り

添
う
先
生
に
な
り
た
い
」
と

意
気
込
む
。

　
佐
藤
さ
ん
は
「
同
じ
目
標

を
持
つ
仲
間
と
出
会
い
、
良

い
環
境
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き

た
」
と
振
り
返
る
。
不
安
だ

っ
た
面
接
も
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
、
自
信
を
持
っ
て
臨

ん
だ
。「
今
後
も
勉
強
を
重

ね
、
信
頼
さ
れ
る
先
生
に
な

れ
る
よ
う
努
力
し
て
い
く
」

宮城県公立学校教員採用試験宮城県公立学校教員採用試験

人間教育学科３人 合格合格

来
春

憧
れ
の
教
壇
に

と
決
意
を
新
た
に
し
た
。

　
菅
原
さ
ん
は
予
想
問
題
に

取
り
組
む
な
ど
筆
記
試
験
対

策
に
力
を
注
ぎ
、
合
格
を
勝

ち
取
っ
た
。
春
か
ら
の
教
員

生
活
に
向
け
「
２
年
次
に
経

験
し
た
旧
大
川
小
学
校
で
の

防
災
教
育
が
印
象
に
残
っ
て

い
る
。
そ
こ
で
学
ん
だ
防
災

意
識
や
知
識
を
こ
れ
か
ら
に

生
か
し
て
い
く
」と
語
っ
た
。

　
指
導
に
あ
た
っ
た
有
見
正

敏
特
任
教
授
は
「
大
変
う
れ

し
く
思
う
。
１
年
次
か
ら
真

摯
に
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と

が
結
果
と
な
っ
て
表
れ
た
」

と
喜
び
つ
つ
、「
常
に
謙
虚

で
学
ぶ
姿
勢
を
持
つ
こ
と
、

主
体
的
な
取
り
組
み
を
す
る

こ
と
、
協
働
し
て
解
決
に
当

た
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
先
生

に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
エ
ー

ル
を
送
っ
た
。

　
２
０
１
３
年
の
学
科
開
設

以
来
、
現
役
で
の
合
格
者
は

６
人
と
な
っ
た
。
ま
た
、
今

年
度
の
宮
城
県
公
立
学
校
教

員
採
用
試
験（
小
学
校
教
諭
）

で
は
、
卒
業
生
２
人
も
合
格

し
た
。

　
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
対
象
が

ス
ポ
ー
ツ
分
野
に
も
拡
大
し

て
い
る
現
在
、
情
報
通
信
技

術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
を
活
用
し
た

コ
ー
チ
ン
グ
方
法
の
習
得
を

目
指
す
経
営
学
部
の
特
殊
講

義
「
デ
ー
タ
コ
ー
チ
ン
グ
演

習
」
が
後
期
か
ら
開
講
さ
れ

て
い
る
。
硬
式
野
球
部
に
所

属
す
る
学
生
が
受
講
し
、
コ

ー
チ
ン
グ
理
論
や
遠
隔
指
導

ア
プ
リ
の
使
い
方
を
学
ん
で

い
る
。

10
月
24
日
は
、
遠
隔
指
導

ア
プ
リ
「
ス
マ
ー
ト
コ
ー

ア
プ
リ
活
用
コ
ー
チ
ン
グ
学
ぶ

チ
」
の
発
案
者
で
あ
る
池
田

昌
人
氏
（
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
株

式
会
社
Ｃ
Ｓ
Ｒ
統
括
部
長
）

が
、
ア
プ
リ
の
基
本
性
能
な

ど
を
解
説
し
た
。
講
義
の
後

半
は
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が
行

わ
れ
、
学
生
た
ち
は
ア
プ
リ

を
活
用
し
た
指
導
プ
ラ
ン
作

り
に
取
り
組
ん
だ
。

　
本
間
琉
人
さ
ん
（
経
営
２

・
山
形
県
山
形
城
北
高
）
は

「
母
校
を
訪
れ
た
際
、
野
球

部
の
後
輩
を
指
導
す
る
機
会

が
あ
っ
た
が
、
自
信
を
持
っ

て
教
え
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
。
講
義
を
聞
き
、
コ
ー

チ
ン
グ
に
興
味
が
湧
い
た
の

で
、
し
っ
か
り
と
理
論
を
学

び
た
い
」
と
話
し
た
。

　
盛
藤
城
さ
ん
（
経
営
３
・

福
島
県
福
島
西
高
）
は
「
自

分
の
知
識
、
技
術
向
上
に
も

つ
な
が
る
の
で
真
剣
に
取
り

組
ん
で
い
く
」
と
語
っ
た
。

　
石
巻
専
修
大
学
で
は
ソ
フ

ト
バ
ン
ク
株
式
会
社
、
石
巻

市
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利
活
用
を
目

的
と
し
た
包
括
連
携
協
定
を

結
ん
で
お
り
、
今
年
２
月
に

は
本
学
硬
式
野
球
部
と
山
下

中
学
校
野
球
部
が
参
加
し
、

部
活
動
支
援
の
実
証
実
験
を

行
っ
た
。

　
後
期
授
業
で
は
、
こ
の
実

証
実
験
の
成
果
を
踏
ま
え
、

山
下
中
学
校
野
球
部
と
連
携

し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
部

活
動
支
援
に
本
格
的
に
取
り

組
む
。

　
国
際
交
流
協
定
校
で
あ
る

中
国
・
温
州
大
学
か
ら
９
月

に
２
人
の
交
換
留
学
生
を
迎

え
た
。
婁

ろ
う

　か
い

　い
ん

開
贇
さ
ん
、
祁き

鑫き
ん

鐸た
く

さ
ん
は
経
営
学
部
に
所
属

し
、
専
門
知
識
の
習
得
や
日

本
語
、
日
本
文
化
の
学
習
に

励
ん
で
い
る
。

　
日
本
の
ア
ニ
メ
と
食
文
化

に
興
味
が
あ
り
、「
日
本
文

化
論
の
講
義
が
面
白
い
」
と

話
す
婁
さ
ん
。「
日
本
語
の

習
熟
に
努
め
つ
つ
、
日
本
の

学
生
が
課
題
を
解
決
す
る
際

の
思
考
法
を
学
び
た
い
。
日

本
と
中
国
の
経
済
協
力
を
橋

渡
し
す
る
と
い
う
夢
が
あ

り
、
日
本
の
大
学
院
に
も
通

い
た
い
。
そ
の
た
め
に
も
石

巻
専
大
で
知
識
を
深
め
た

い
」
と
意
欲
を
語
っ
た
。

　
祁
さ
ん
は
「
教
育
面
で
充

実
し
て
い
る
日
本
で
学
び
た

か
っ
た
。
授
業
が
実
用
的
で

面
白
い
」
と
言
う
。
本
学
で

の
留
学
後
は
イ
ギ
リ
ス
へ
の

留
学
を
考
え
て
お
り
、「
中
国

政
府
で
働
く
と
い
う
目
標
の

た
め
、
知
見
を
広
げ
て
い
き

た
い
。
石
巻
専
大
で
は
、
温

州
大
学
で
専
攻
し
て
い
る
人

的
資
源
管
理
に
つ
い
て
学
び

た
い
」
と
話
し
た
。

　
２
人
の
留
学
期
間
は
２
０

２
０
年
８
月
31
日
ま
で
。
Ｓ

Ａ
（
Ｓ
ｔ
ｕ
ｄ
ｅ
ｎ
ｔ
　
Ａ

ｓ
ｓ
ｉ
ｓ
ｔ
ａ
ｎ
ｔ
）
の
奥

山
思こ

と

さ
ん
（
人
間
２
・
山
形

県
新
庄
南
高
）、
後
藤
桃
子

さ
ん
（
人
間
２
・
宮
城
県
多

賀
城
高
）
を
は
じ
め
と
し
た

学
生
や
教
職
員
ら
の
サ
ポ
ー

ト
を
受
け
な
が
ら
、
日
本
で

学
生
生
活
を
過
ご
す
。

中国・温州大から２人の交換留学生

　
４
年
次
生
た
ち
が
独
自
の

視
点
で
取
り
組
ん
で
い
る
卒

業
研
究
も
終
盤
に
差
し
掛
か

っ
た
。
理
工
学
部
情
報
電
子

工
学
科
の
亀
山
充
隆
研
究
室

（
知
能
シ
ス
テ
ム
研
究
室
）

に
所
属
す
る
佐
藤
透ゆ

き

政ま
さ

さ
ん

亀
山
教
授
の
指
導
を
受
け
な
が

ら
作
業
す
る
佐
藤
さ
ん
（
右
）

経
営
・
特
殊
講
義

池
田
氏
の
講
義
を
熱
心
に

聞
く
学
生

（
秋
田
県
角
館
高
）
は
「
モ

ー
シ
ョ
ン
シ
ー
ン
認
識
に
よ

る
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
チ
シ
ス
テ

ム
」
を
テ
ー
マ
に
、
人
工
知

能
（
Ａ
Ｉ
）
を
活
用
し
た
ス

ポ
ー
ツ
の
コ
ー
チ
シ
ス
テ
ム

の
制
作
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

　「
野
球
の
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ

に
つ
い
て
、
初
心
者
が
正
し

い
ス
イ
ン
グ
フ
ォ
ー
ム
を
身

に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
Ａ

Ｉ
が
技
術
指
導
を
行
う
シ
ス

テ
ム
を
目
指
し
て
い
る
」
と

話
す
佐
藤
さ
ん
。
制
作
中
の

シ
ス
テ
ム
で
は
素
振
り
の
連

写
画
像
か
ら
Ａ
Ｉ
が
「
正

例
」
に
近
い
フ
ォ
ー
ム
な
の

か
、「
負
例
」
に
近
い
フ
ォ
ー

ム
な
の
か
の
識
別
を
行
い
、

科
学
的
、
論
理
的
に
ア
ド
バ

イ
ス
を
送
り
、改
善
に
導
く
。

　
現
在
は
硬
式
野
球
部
員
ら

10
人
の
協
力
で
模
範
学
習
デ

ー
タ
を
収
集
し
て
い
る
。
ス

ト
ラ
イ
ク
ゾ
ー
ン
を
９
分
割

し
、
各
コ
ー
ス
に
合
っ
た
正

し
い
ス
イ
ン
グ
モ
ー
シ
ョ
ン

を
撮
影
。
収
集
し
た
デ
ー
タ

を
イ
ン
プ
ッ
ト
し
、
Ａ
Ｉ
が

自
ら
特
徴
を
抽
出
、
認
識
で

き
る
よ
う
に
学
習
さ
せ
て
い

る
。

　「
亀
山
教
授
や
大
学
院
生

に
相
談
し
、
完
成
に
向
け
試

行
錯
誤
を
重
ね
て
い
く
。
さ

ま
ざ
ま
な
困
難
を
ク
リ
ア
に

し
な
が
ら
、
シ
ス
テ
ム
を
作

り
上
げ
て
い
く
過
程
が
情
報

電
子
工
学
科
の
楽
し
い
と
こ

ろ
」
と
笑
顔
で
話
し
た
。

Ａ
Ｉ
を
活
用
し

シ
ス
テ
ム
制
作

亀
山
研
究
室
・
佐
藤
さ
ん

日
本
で
の
生
活
に
期
待
を
膨
ら

ま
せ
る
婁
さ
ん
（
左
か
ら
２
人

目
）
と
祁
さ
ん
（
同
３
人
目
）。

左
は
Ｓ
Ａ
の
奥
山
さ
ん
、
右
は

後
藤
さ
ん

硬
式
野
球
部
員


